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今そこにあるオープンアクセス  Clear and present Open Access  
第 11回 学生の課題をリポジトリへ提出させる？ 
 Deposit of the students’ work into the IR? 
 
きちんと調べたわけではないが、日本では修士論文はともかく、学部学生の卒業論文をリ
ポジトリに登録している大学はほとんどないと思われる。ところが、2015 年 2 月初旬、
SCHOLCOMM メーリングリストで話題になったのは、卒論どころか、授業課題の一部と
して学生の著作（つまりレポート）を機関リポジトリ(IR)へ提出させているか、それをシラ
バスに記載している例はあるか、という質問だった。 
すぐにクレアモント・カレッジズの図書館員から IRへのアップロードに関する記載があ
る卒論のシラバスの例を示す回答があった。シラバスには確かに、卒論提出後 48時間以内
にリポジトリのサイトにアクセスしてアップロードするようにとの指示がある。自動的に
学内限定アクセスとなるが、一般公開を選ぶこともできる。エンバーゴやアップロード免除
を申請することもできる。 
ここで学生の著作権に留意する必要があることが指摘される。単位取得の要件として IR
への登録を課すことは大学側が決めることだが、学生にも拒否する権利があり、どの程度の
要件とするか考える必要があるというものである。これに対して、もし CC-BYのような著
作権放棄に近い要求をするなら、入学する前に学生にその事を知らせておくべきで、授業料
を払ってしまってからそんな条件を課すのは汚いという意見が出された。 
さらに、元の質問は卒論ではなく授業の課題を IR登録させる例があるか、ということだ
ったはず、という軌道修正がなされる。そして、そんな授業があるかどうか知らないが、教
員に授業課題の公開を強制する権利はない、学生が望むなら公開してもいいが、課題作成前
に著作権やプライバシーに関する教育を十分に行う必要がある、という主張が展開される
（ごもっとも）。 
しかしこれには、いや、学生の著作権が絡むのは教室でコピーを配らせるような場合でも
同じことで、大学には単位取得の条件を決める権利がある、学生がそれを拒否するのは自由
だが、それは授業から抜ける選択をしたということだ、という反対意見が表明された（なる
ほど）。補足的に、理系ではオープンサイエンスを奉じる教員が、学生に実験ノートの公開
を要求する例が多くある、との指摘もあった。先の投稿者からは、教員や同じクラスの学生
に読まれるのとインターネットでの公開とでは法的に大きな飛躍があるとの反論がなされ、
それは違うという再反論があったが、結局、対立したままで終わる。 
他に、学生たちの知的所有権の問題もともかく、IR が学生たちの凡庸なレポートであふ
れては学術リポジトリとしての信頼性を失うという意見もあった。実は筆者の感覚もこれ
に近い。 
一方、著作権に関する同意書を含んだ学生のレポート提出用のフォームを図書館が用意
しているというブリガムヤング大学の事例紹介もあった。投稿した教員は教育の一環とし
て、学生に IR登録を要求すると共に、IRにアーカイブされている前の学生たちのレポート
を読むことを義務付けている。過去のレポートが今の学生のレポートに引用されているの
を見るのは関係者一同の喜びとのことである。実際に ScholarsArchiveという同大学の IR
にアクセスしてみると、Student Workというページがあり、学生の作品が５つのコレクシ
ョンに分かれて収録されている。件の教員の授業科目は英語で、テーマはシェイクスピアで
ある。 
